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地域新工ネルギ-ビジョ些雫Plナ,

]rr広市は､まちづ<りを進めるうえで総合的な指針としての性格を持つ｢前売期滞広

市総合計幽(平成12年度～平成21年度)｣ (以下総合Jr画と占う)において､ E]指す都市

像を｢人と臼然が共Fr:する　可能性の大地『新世紀を拓くm間郡市　おぴひろ』～紺

ひろがる北のフロンティア｣と定め､まちづ<りの目標の一つに｢環境共生都市｣を挙げ

ている｡その施策の中で､ n然と共JLする.循畷型･環磁保全型の地域づくりを哉本方向

に､火刑川エネルギ-の有効利用に収組むこととしており､この個別分野の計画でもあ

る｢詐広車用磁場本計画｣を平成12年3日に策定し.限りある田沢を大切に伴い. F)盟

の心みとjJを捕用するなどの基本Ej標を設定し､住宅用人似光発心システム導入のた

めの支損制度を創設したところである.
･方､絶命J十画の血点政託の一つである｢産繋活性化プロジェクト｣では.その･現と

して十勝判椎柴クラスタ-づくりが位置付けられており.その拠点(中核施設)として

の役割をiliうことが期待される｢(仮称)地域産繋女はセンター｣の整備が予定されてい

る.平成13年3耶こ策定された本センター収本構想の中では､新エネルギ-を考癒し

た施ぶ設計の検討を盛り込んでおり､本センタ-の施設自体が新エネルギーシステム

をは用したプロジェクトの対敏となることによって.十勝圏に過した機船等の技術開

発や効率的なエネルギーシステムの確立などの技術古紙に転がるよう,端本.il十両･枯木

滋.汁等の策定段断から.その,詩人をは75提に･体約に検討を進める.汁痢となっている｡

事業目的　　　　　　　　　増■

符広rrlでは､地域令作としても地球氾幌化附卜対策を推進するために,この他域が1キ

つFl然のIJなどをu大阪に描かしながら.これまでのi7仙Tyの化Ti燃料に朽わる新た

なエネルギ-の輯人を促進することが.｢人と日照が火生するまちづくり｣を進める上

で､極めて並要な施策であると考えているo

このように､巧源循環刊の祉会システムが求められる社会畷椛にあっては.これから

の企装活軸を持続的に展開するJ_でもエネルギ-･項境rTu跡こついては∴拝賀古として

避けて過れない不日T欠な裸越となっており､地力公共Lfl休として総行的に地均座業を

支機する環境づくりを考膿すると､判剛こ｢地域新エネルギービジョン｣を芯定し.地域

特化にあった導入計画を進め､新エネルギ-を油川した地域産業の育成や活性化を図

ることが求められる｡

新エネルギーの賦存王および技術･利用問題
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帯広市の地域特性と
新エネルギー導入の必要性

帯広市の地域特性

7:T‡広Iflは.北は人′ちIlト系､巨削ま日南n脈､射まtLl糠rL陵に閉

まれた十勝平野の小心に位置する｡面相は61ボ94km2で､市街地

は北に恥LIJL.十勝川とfL内川にはさまれた北東の一帯に形成さ

れている｡ r柳ま大規模畑作地帯が続き､雨脚ま山岳地帯となっている｡

新紳町

火脚nt候で夏冬の寒暖の岸が澱しく.軌ま30℃を超え､冬はマイナ　中札内

ス20℃をfIlH】る｡また.全L勾的にもIEll指の日照時間に血まれている｡

仏域交通アクセスは､fL幌まで車で(約210km)4時間15分JRで

2時悶12//I.東);ほでは飛子J機で1時間35//Tの佃戸削こある｡近年､

道東日動車道､ト隣消水-池HlrH]の開通により.ll:域交通の利

便化がさらに高ま-)た｡ 1勝の申桔掛TIJとして都市機能

が熊柏し.文化･伯軸の剃.;J地としての役割を持っ

ているD

まちづくりから見た新エネルギー導入 第9節.防災･消防

防災林制の充実

策l節.産業間連携

十BI型産業クラスターの形成

第3節　工業

技術阿莞力の向上

r- Jt林業　　　　　　第2軒　A林業

生産基盤の整備

良実な食料生産の推進

加工･流通･販売の促進

4境と押和したA業の推進

一　面#･サービス#　　第4節.商業･サービス美

生涯学習都市

広域速決都市

商店街の立件
第5節　中心市街地
都心捜能の強化

第6節. tt光･物産

観光の拠点の整備
枚光宣伝･受入可境の整備

第1節. qJ*保全
エネルギーの有効利用

策2肝　ごみ滅暮化･資源化

リサイクル活動の推進
ごみの適正処理

策2節.小･中学校教育

社会射ヒに対応する裁書の推iI

爺2節　広域連扶
十耕EFの振gQ

生活･救蛭エネルギー
の確保

Jt業を核とした生産･保

存･加工･流通の高度化

各産業と連携したエネル

ギー･環境産業の育成

地域特性を活かした技術と

しての研究･開発･普及

肥料生産基盤としての
活用

良7(なJt業生産のため

の技術の高度化

Jt.畜産廃棄物処理と
しての活用

モニュメント化による

地域イメージの発信

歩きやすい歩行者空間
の刺出

取組姿勢による地域イ
メージの発信

Jl境保全型のまもづくり

>

ごみのエネルギー化

>　地球可境同席の学習

>広域的な事業の展開

/



太{光寛t　　　　　　　　　二三盲■

帯広市は全国的にみて日射時間が非常に長く､賦存量についての優位性が高い. ｢十

勝晴れ｣と言う言葉は帯広市民の郷土愛を象徴するものであり､観光をはじめ地域振興

における情報発信としてのキーワードにもなっている｡また､設備導入も比較的容易で

あり.住宅をはじめ都心部オフィス･業務施設､公共施設.工場等と適用範囲も広い｡帯

広市では.一般家庭における太陽光発電導入に対し独自の補助を行ってきており､この

施策は今後も重点を置いて取り組む必要がある｡以上の観点から､積極的な導入を進め

る必要があるものと思われる｡

太It熟flJ用　　　　　　　　　　Lj彊

太陽エネルギーを利用するという点で､太陽光発電と同様に地域性を強く反映して

いる｡帯広市においては､20年程度前に普及定着するかにみえたが､寒冷地での技術的

な問題から急激に導入件数が減って現在に至っている.しかし昨今､太陽熟利用は著し

い進歩がみられている｡また､地中熟ヒートポンプと併用すれば､より高い導入効果を

得ることが可能と考えられるo

雷冷触　　　　　　　　　.;上し__一･･･.

帯広市の降雪量は.北海道の表雪地帯といわれている地域と比べれば約3分のl程度

であるが､除排雪の有効活用は可能である｡帯広市では､個々の施設が自前で雪を集め

るよりも､地区単位で集約的に利用する方が適しているものと思われる｡雪冷熱は､新 譲二:
三∴L.JI::I:I_.'1.J.上､二I:/:I:-:.S{二言r.':言.望∴†.L1.1ミl　. .ゝ皇

およびその保存など､農業を基幹産業とする帯広市としては.将来を見据え､導入を検　‡夢`

討すへきてあろう｡

氷冷熱　　　　　　　_ユ_j■■■■■■■

帯広市の寒冷な気侯から､地域特性にあった新エネルギーと位置付けられる｡貯水庫

のメンテナンスはほとんど不要と言われており､住宅をはじめ都心部オフィス･業務施

設､公共施設､工場等における冷房に適している.氷冷熱は､雪冷熱同様､農作物保存､食

品加工に対する適用にも効果的である｡また､既に地元企業数社において取組が行われ

ており､行政としても､このような動きと連携し､将来を見据え導入を検討すへさであ

ろう｡

家畜糞尿バイオマス

ハイオカスプラントはまだまだ高価であるため､家畜糞尿の利用先としては､現状､

肥料が優先されると考えられる｡また､バイオカス発生のさいに出る副産物である消化

液の消費先も問題である.

しかし､家畜糞屍の賦存量が豊吉であることのほか､地元企業が地域に適合する安価

なプラントつくりを試みていること､また､平成11年11月に施行された｢家畜排池物の

管理の適正化及び利用促進に関する法律｣により､酪農経営者は平成16年1 1月までに適

切な家畜糞尿の処理対応をしなければならないこと､そして､バイオカスは将来.燃料

電池やマイクロカスターヒンといった分散型発電での使用などにおいて有望な燃料と

なることが見込まれることなどから､バイオカスプラントについては.将来をにらんで

検討する必要がある｡

風力発電･下水処理腐乱ヒートポンプ･温度差発電･下水汚泥Jl

イオガス･生ゴミバイオガス･廃棄物発電･魚利用･木賃バイオ

ガス･エネルギー作物･地熱


